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研究成果の概要（和文）：研究対象地としてインドネシア諸島に焦点を絞り調査を進めた。現地での密教遺品の
収集を実施し、遺品の主要部分を占める金属製遺品の蛍光エックス線による成分分析を実施した。また、インド
ネシアの旧宗主国であったオランダの各施設の研究機関においても現地調査を実施し、インドネシア出土品とし
て考察対象に加えた。考察の結果、インドネシア諸島には密教系仏教、特に瑜伽部から初期無上瑜伽部のの遺品
が多数現存していることが判明した。
最終年度に『研究報告書』として、インドネシア側の研究論文２編(英文)と日本側の研究論文６編(日本文、お
よび英文)と、海外現地調査で収集した写真資料を付した『研究報告書』を発刊した。

研究成果の概要（英文）：We focused on the Indonesian Islands as the research target and proceeded 
with the survey. He collected esoteric relics locally and analyzed the components of metal relics, 
which make up the main part of the relics, by fluorescent X-rays. In addition, field surveys were 
also conducted at research institutes at each facility in the Netherlands, which was the former 
suzerain of Indonesia, and were added to the list of items excavated in Indonesia. As a result of 
consideration, it was found that many relics of esoteric Buddhism, especially from Anuttarayoga to 
the early Anuttarayoga, still exist in the Indonesian Islands.
In the final year, as a "research report", "Research" with 2 research papers from the Indonesian 
side (English), 6 research papers from the Japanese side (Japanese and English), and photographic 
materials collected in overseas field surveys. Report ”was published. 

研究分野：宗教学、密教学

キーワード： 密教　金剛頂経　海洋交易路　インドネシア　曼荼羅　智拳印　ヒンドウ―　大日経

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海洋交易路によって伝播・形成された密教系仏教の実像を解明することを目的とした。近年、インド密教につい
ては、文献・遺品・遺構などの各種資料に基づいた研究が着実に加速している。一方、インドと文化的に密接な
関係を持つ海洋・島嶼地域には、8世紀から14世紀における仏教関連資料が多数遺存しているものの、これらの
総合的・包括的な分析研究はいまだ端緒を開いたところである。本研究は、これまでに蓄積してきた研究成果を
踏まえ、未整理・未分析の資料を詳細に分析することで、海洋交易路の重要な中継点であるインドネシアで展開
した仏教の思想的・歴史的意義と、仏教伝播において海洋・島嶼地域が果たした役割を明確にした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 

インドネシア島嶼部では、7世紀にスマトラ島とマレー半島を版図とするシュリーヴィジ

ャヤ朝が興り、8～9 世紀にジャワ島中部地域を中心とするシャイレンドラ朝が勢力を強め

た。これらの王朝は、いずれも海洋交易路を通じてインドから多大な文化的影響を受容した

ため、14 世紀のイスラム勢力侵攻までの数世紀にわたり、大乗仏教および密教系仏教が盛

行した。 

 当該地域における仏教事情は、7世紀後半の義浄『南海寄帰内法伝』の記述から復元され

るものの、翻っていえば、それ以外の観点からの研究は捗々しいものではなかった。その理

由として、大きく 2点が考えられる。すなわち、①仏教学・密教学の分野における研究動向

が長らくインド・中国・日本という三国仏教史に基づくユーラシア大陸の陸上交易路によっ

て伝播した、いわゆる北伝ルートを重んじるものであった点、そして②インドネシアの仏教

は、中世以降に進出してきたイスラム文化によって生きた要素がほとんど埋もれ、蔽い隠さ

れてしまったと考えられてきたためである。①に関しては 20世紀に入り、チベット仏教研

究が躍進することで三国仏教史観以外の地域についても学問的注目や研究リソースが集ま

るようになって、前進の兆しが見られ始めた。これに連動して②も、インドネシア島嶼部に

はインド仏教の展開、とりわけ密教が盛んであったパーラ朝時代と緊密な関係を持つ、重要

な出土遺品および文献資料が大量に残されていることが明らかになってきた。 
 
２．研究の目的 

 

本研究は、海洋交易路によって伝播・形成された密教系仏教の実像を解明することを目的

とした。近年、インド密教については、文献・遺品・遺構などの各種資料に基づいた研究が

着実に加速している。一方、インドと文化的に密接な関係を持つ海洋・島嶼地域には、8世

紀から 14世紀における仏教関連資料が多数遺存しているものの、これらの総合的・包括的

な分析研究はいまだ端緒を開いたところである。本研究は、海洋交易路の重要な中継点であ

るインドネシアで展開した仏教の思想的・歴史的意義と、仏教伝播において海洋・島嶼地域

が果たした役割を明確にした。 
 
３．研究の方法 
 

出土品に関しては、現時点で、スマトラ島（中東部・東南部）・ジャワ島全域・バリ島各

島の主要機関（インドネシア国立博物館、ジョグジャカルタ、スラカルタ、モジョケルト、

メダン、パダンの博物館・考古学局収蔵施設）が所蔵する金銅仏・密教法具についての基礎

調査を完了し、さらに蛍光エックス線機器による金属成分分析を行った。また、各機関が所

持・運用している目録に掲載されていない資料や学術的に妥当ではないデータが記載され

た資料について、適切に補正・修正した上で体系化作業を実施した。 

 一方、調査対象とする文献資料である貝葉写本（ロンタル）は、現在もバリ島の各寺院

で儀礼に実用されているため、解読研究に際しても制限が多い。しかし、寺院関係者の協力

が得られたことにより、『聖大乗論』(Sang Hyang kamahāyānikan)をはじめとする密教経

典・儀軌写本の撮影を研究協力者に依頼し、所蔵者から研究目的の共用閲覧が許可されたも

のについてはデータベースに収録し、出土遺品と同じく研究分担者と研究協力者との共同



研究により内容分析を進めた。 
 
４．研究成果 
 

当該分野の研究は、インドネシア島嶼部における仏教に対し独自の発展過程や要素を見

出すよりも、文化的母胎であるインド大乗仏教および密教的仏教の諸相と比較し、その類似

点を検証する傾向にあった。しかしながら本調査研究により、これまで十全の資料収集がな

されなかった密教法具やヒンドゥー教・仏教関係の儀軌、金属板に刻された経典や簡易に制

作できる小型泥塔なども含む独自の包括的な調査・検証がなされ、バリ島諸寺院に伝存する

文献資料群の全容把握と主要経論の解読に成果をあげることができた。また、本研究を通じ

て、現地研究協力者や関連機関、寺院関係者の多大な理解と協力を得ることができ、今後の

国際的な共同研究の基礎が築かれた。 
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